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　厚生労働省は毎月勤労統計調査（確報）では労働者一人あたりの平均賃金を示す現金給与総額（名目賃金）

に物価変動を加えた３月の実質賃金は、前年同月比１．５％減と３ヶ月連続マイナスで推移したことを公表し

ました。特に現給与総額・名目賃金（３月速報値）としても厚労省の産業別推計では１６産業のうち１３の産

業がプラスとなっている中、建設業はマイナス１％で、運輸・郵便業のマイナス４．３％、卸売業・小売業と

ともに減額となりました。建設産業は他産業との比較でも物価上昇に賃金が追い付かない状況が顕著となって

おり国民生活は厳しい状況に置かれています。

　また、厚生労働省が５月２２日発表した２０２４年度の毎月勤労統計調査（確報、従業員５人以上）による

と、現金給与総額（名目賃金）に物価の変動を反映させた実質賃金は前年度比０．５％減と、３年連続のマイ

ナスでした。減少幅は２３年度（２．２％）より縮小したものの、物価高騰に賃金の伸びが追い付かない状態

が続きました。基本給や残業代などを合わせた２４年度の名目賃金は３．０％増と、４年連続のプラスです

が、消費者物価指数の伸び率は３．５％と高止まりし、実質賃金は差し引きでマイナスとなりました。コメな

どの食料品や日用品が幅広く値上げされ、家計を圧迫しています。

　 東 京 土 建 渋 谷 支 部 野 丁 場 グ ル ー プ 発 　

今月の一言:今月の「全建総連」は企業交渉特集号です！同封しましたので、ぜひご一読ください！！

 　東京土建を含む4土建が組合員を対象に行なった賃金調査で、常用１ヶ月あたり賃金を各都県の製造業と建

設業の賃金（厚労省・賃金構造基本統計調査）と比較すると、４組合とも製造業、建設業の賃金を大きく下回

っています。東京では建設業との比較で６３．１％と低水準ですが、これは東京に本社のある大手建設企業の

労働者と技能労働者との賃金格差が大きいことを示していると想定されます。賃金実態と設計労務単価の比較

では常用の１日あたり賃金は公共工事設計労務単価の５２．７～７５．１％の水準です。

建設業の賃金は製造業の７５％程度、

設計労務単価は職種別で５２～７５％程度しか貰えず

建設業の実質賃金は厳しい状況のまま推移

  5月21日㊌18時半渋谷支部3階で

開催しました。土建を含む7つの路

同組合が25春闘の報告を行ない、

その後3つのテーマ（要求の作成方

法・ストライキ行動・団体交渉）

でディスカッションしました。参

加は24人でした。参加者の感想な

どをホームページに載せています

のでご覧ください。
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